
【スライド１枚目】 開始～０分３９秒 

大和学園京都ホテル観光ブライダル専門学校の髙岡と申します。 

本校の取組を御紹介します。 

 本校は、河原町御池に位置し、ホテル・旅行・ブライダル・留学生限定学科の４学科を運

営している専門学校です。 

 

【スライド２枚目】 ０分３９秒～０分５２秒 

 本校では、２Ｒ及び分別リサイクル活動の堅実な継続に向け、「全員が正しく理解、実践、

フォローし合う」ということを意識して取り組んでいます。 

 

【スライド３枚目】 ０分５２秒～１分２０秒 

 取組内容は一覧のとおり「リデュース」、「リユース」、「リサイクル」、「その他」の４つを

実施しています。 

 本日は、「リデュース」の取組のうち、コピー用紙の削減・ペーパーレス化と、「その他」

の取組のうち、ＰＯＰの活用を中心に御説明します。 

 

【スライド４枚目】 １分２０秒～３分３秒 

 ペーパーレス化の加速の取組について御紹介します。 

スライドのとおりコピー用紙の削減実績をまとめています。 

 ２０２０年度はコロナ禍であり、１箇月間は完全オンラインの時期がありました。その後

は段階的に対面に戻していきましたが、オンラインのツールを活用することで、前年度比で

２０万枚以上の紙の使用量を削減しました。 

 ２０２１年度以降も引き続きオンラインのツールを活用し、２０２１年度は前年度比約

２万枚、２０２２年度は前年度比約１０万枚削減しており、実績を上げています。 

 右側の表は、毎月コピーの使用量を１人１人個別に把握し集計したものです。これにより、

増減の要因分析を行っています。 

 

【スライド５枚目】 ３分３秒～４分１０秒 

 わかりやすいＰＯＰで分別ポイントを訴求する取組について御紹介します。 

 雑がみ図鑑を活用したＰＯＰを、教室などごみ箱を設置している箇所に必ず掲示してい

ます。 

 それでも分別を間違えやすいものについては、その都度、個別にＰＯＰを作成し啓発して

います。 

 トイレのペーパータオルについては、「使うのを２枚にしましょう」というＰＯＰを掲示

し、使用量削減の意識付けを行っています。 

 また、「箸・爪楊枝はプラスチックですか」といった分別の間違いを防ぐＰＯＰで啓発を



行っています。 

 

【スライド６枚目】 ４分１０秒～４分４７秒 

 その他、グループ校でも様々な取組を実施していますが、教育機関として、教職員だけで

なく学生にも取り組んでもらうことで環境教育にもつながっていくと考えており、さらな

る活動の推進に取り組んでいきます。 

 御清聴ありがとうございました。 


